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酵素基質培地CHROMagar STECにおける志賀毒素産生性大腸菌（STEC）の発育性
および亜テルル酸カリウム感受性の検討
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志賀毒素産生性大腸菌（Shiga toxin-producing E. coli；STEC）に対し高い検出性能が報告
されている酵素基質培地“CHROMagar STEC”における STECの発育性および亜テルル酸カ
リウムに対する感受性を調べた。供試した STEC 123 株のうち 119 株（96.7％）が CHROMagar
STECに発育し，このうち 115 株（93.5％）が STECの指標となる典型的な藤色集落を形成し
た。残り 4株のうち，1株は褐色集落を形成し，3株は藤色および白色の小集落（直径 1～2 mm）
が混在して形成した。
STEC 85 株の亜テルル酸カリウムに対するMICは幅広く分布（≦0.2～100＜μg�ml）し，
CHROMagar STECに非発育もしくは小集落を形成した 7株は感受性（MIC≦3.13 μg�ml）で
あった。亜テルル酸カリウム感受性株を見落とさずに検出するためには，CHROMagar STEC
よりも選択性の弱い培地を併用することが望ましいと考えられた。
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序 文
志賀毒素（Shiga toxin；Stx）を産生する志賀毒素
産生性大腸菌（Shiga toxin-producing E. coli；STEC）
は，腸管出血性大腸菌感染症の起因菌であり，溶血性
尿毒症症候群や脳症等の重篤な症状を起こすことがあ
る１）。STECの分離培地は糖発酵を利用する培地およ
び合成基質培地があり，様々な種類の培地が市販され
ている１）２）。最近，開発された酵素基質培地“CHROMa-
gar STEC”は，培地上に発育した藤色の集落を指標
にしてO157，O26，O111 等の複数のO血清群の STEC
を分離できる利点があり，夾雑菌に対する強い発育抑
制効果を有することから主要な選択分離培地の一つと

なっている２）３）。しかし，CHROMagar STECは全て
の STECを検出できるものではなく，本培地に発育
しない STECや白色集落などの非典型的な集落を形
成する STECが存在することも報告されている４）～９）。
一方，最も検出頻度の高い STEC O157 の分離培地
には，本血清群の典型的性状であるソルビット非発酵
性を利用したソルビット添加マッコンキー培地（以
下，SMAC）１０），および SMACにセフィキシムおよび
亜テルル酸カリウムの選択剤を添加したCT-SMAC１１）

がある。後者のCT-SMACは検出性能が高いことか
ら STEC検査に広く用いられてきたが，欧州やオー
ストラリアではソルビット発酵性かつCT-SMACに
発育しない亜テルル酸カリウム感受性の STEC O157
の出現が報告１２）され，また，国内では石川県内におい
てCT-SMACに発育しないO157 が近年増加している
ことが報告されている１３）。
本論文では，O157 を含むいくつかのO血清群の
STECを用いて，CHROMagar STECにおける発育性
および亜テルル酸カリウム感受性を調べ，亜テルル酸
カリウム感受性株を中心に STEC検査上の問題点を
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Table　1.　List of strains tested

Group Serotype No. of 
isolates

Type of Shiga toxin 
(No. of isolates)

STEC O157 : H7  67 Stx1 (8), Stx2 (19), Stx1, 2 (40＊)
STEC O157 : HNM   6 Stx1 (1), Stx1, 2 (5)
STEC O26 : H11  20 Stx1 (17), Stx1, 2 (3)
STEC O26 : HNM   1 Stx1 (1)
STEC O111 : H8  10 Stx1 (9), Stx2 (1)
STEC O111 : HNM [H8]＊＊   1 Stx2 (1)
STEC O103 : H2   7 Stx1 (7)
STEC O103 : HUT   1 Stx1, 2 (1)
STEC O121 : H19   6 Stx2 (6)
STEC O145 : HUT   1 Stx2 (1)
STEC O165 : HNM   1 Stx2 (1)
STEC OUT : H21   2 Stx2 (2)

Total 123
ETEC (LT, ST) O6 : H16   1 －
ETEC (ST) O128 : H45   1 －
ETEC (LT) O159 : H7   1 －
EAST1EC (astA) O1 : H45   1 －
E. coli O1 : H7   1 －
E. coli O1 : H12   1 －
EPEC (eae)＊＊＊ OUT : HUT   1 －
E. coli＊＊＊ OUT : H16   1 －
E. coli＊＊＊ OUT : HNM   1 －

Total   9
＊This one isolate originated from a known outbreak in Sakai in 1996.
＊＊H type in brancket indicates that the strain encodes H8-flagellar gene.
＊＊＊ These were isolated on CHROMagar STEC during detection of bacterial pathogens 
from diarrheal patients.

述べる。

材料および方法
1）供試株
Table 1 に全供試株 132 株の血清型および病原因子
を示した。STECは，1996 年～2014 年に愛知県内の
保健所で患者や接触者から分離された株および病院か
ら入手した患者由来株，それに参照株としたO157 堺
集団事例由来株（以下，Sakai 株）１４）であり，市販O
群血清に凝集しなかったOUT株を含め 8種類のO血
清群 123 株を用いた。STEC以外の大腸菌の菌株は，
食中毒もしくは STEC感染症の調査で分離された毒
素原性大腸菌（ETEC）3株，腸管凝集性大腸菌耐熱
性腸管毒（EAST1）の遺伝子 astA を保有する大腸
菌（EAST1EC）1株，非病原性大腸菌 2株および
CHROMagar STECに典型的な藤色集落を形成した 3
株（うち 1株は，腸管病原性大腸菌（EPEC）の付着

因子 eae 陽性）の計 9株を供試した。また，後述す
る試験で一部の供試株を検討に用いた場合には改めて
示した。
2）STEC患者糞便
2010 年に発生したO157 感染症 2事例およびO26
感染症 1事例由来の保存糞便（各事例 1検体，－30℃，
3～6ヶ月保存）を用いた。
3）選択分離培地
CHROMagar STEC（関東化学）の他，O157，O26，
O111 検出用の非酵素基質培地CT-SMAC１１），CT-
RMAC１５）および CT-SBMAC１６）を用いた。これらの非
酵素基質培地は，ソルビットマッコンキー寒天培地
SMAC（栄研化学），マッコンキー基礎培地（Oxoid）
にラムノース（和光純薬）を 1％添加したRMACお
よび同基礎培地にソルボース（和光純薬）を 1％添加
した SBMACに，選択剤であるCTサプリメント
（Oxoid，各培地の最終濃度はセフィキシム 0.05 μg�
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ml，亜テルル酸カリウム 2.5 μg�ml）をそれぞれ添加
して調製した。
4）菌株を用いたCHROMagar STEC上における発
育性の検討

全供試株である STEC 123 株および STEC以外の
大腸菌 9株を用いた。菌株をトリプトソイ寒天培地（栄
研化学）に 37℃，20 時間培養し，発育した菌体を 10
μl 定量白金耳を用いてCHROMagar STECに画線塗
抹し，37℃，24 時間培養後に，集落形成の有無およ
び形態（大きさ・色調）を観察した。β―グルクロニ
ダーゼ陰性である典型的な STEC O157 は，他のO血
清群の STECと異なりUV照射による蛍光を発しな
いのでUV照射試験も実施した。
5）亜テルル酸カリウム感受性試験
STEC 123 株のうち，CHROMagar STECに対する
非発育株，非典型的集落形成および Sakai 株を含む 85
株（O157；40 株，O26；16 株，O111；11 株，O103；
8 株，O121；6 株，O145；1 株，O165；1 株，OUT；
2株），それに，食中毒および感染症の検査において
CHROMagar STECに藤色集落を形成したが Stx を
産生しなかった 3株を供試した。亜テルル酸カリウム
に対するMICは，以下のとおり寒天平板希釈法１７）に
より測定した。亜テルル酸カリウム（和光純薬）を 2
倍希釈にて 10 段階（最終濃度 0.20～100 μg�ml）に添
加したMuller-Hinton Agar（Oxoid）平板を作成し，
供試株をMuller-Hinton Broth（Difco）にて 2回継代
培養した培養液をさらに滅菌生理食塩水で 106 cfu�ml
に希釈し，その 10 μl ずつを各平板に滴下した。これ
を 37℃，20 時間培養後，発育が完全に阻止された限
界値をMICとした。
6）CHROMagar STECと非酵素基質培地の発育支
持能の比較

（1）Miles & Misra 法１８）による発育支持能の比較
STEC 123 株のうち，3種類のO血清群 6株（O157；
4 株，O26；1 株，O111；1 株）を用い，Miles & Misra
法１８）に準じて行った。即ち，トリプトソイブイヨン（栄
研化学）で 37℃，20 時間培養し，約 109�ml に増殖さ
せた菌液を滅菌生理食塩水により 10－1～10－8に希釈
し，8分画したCHROMagar STEC，CTを添加した
3種類の非酵素基質培地（CT-SMAC，CT-RMAC，CT-
SBMAC）および対照としたトリプトソイ寒天培地の
各 2枚の平板上に希釈菌液各 10 μl を滴下し，37℃，
24 時間培養後，集落形成の有無を観察した。
（2）平板塗布法１８）による発育支持能の比較
（1）の項で用いた STEC O157 の 4 株中 2株を用
い，平板塗布法（Conradi の方法）１８）に準じて発育

支持能を調べた。即ち，上記（1）のとおり調製した
10－4～10－6の希釈菌液 100 μl を CHROMagar STECお
よびCT-SMACの各 2枚に，また，10－6の希釈菌液 100
μl をトリプトソイ寒天培地の各 2枚に Conradi 棒で
塗布し，37℃，24 時間培養後，平均集落数を求め，
トリプトソイ寒天培地に対する集落形成率を算出し
た。

結 果
1）菌株を用いたCHROMagar STEC上における発
育性の検討

Table 2 に STECの血清型および発育性を示した。
全供試株 123 株の STEC中，119 株（96.7％）が CHRO-
Magar STECに発育した。発育した 119 株のうち，（a）
O157，O26，O111，O103，O121 の 5 血 清 群 115 株
（全体の 93.5％）は典型的な藤色集落を形成し，（b）
O145 1 株は褐色集落を形成し，（c）3株（O157；2 株，
O121；1 株）は直径 1～2 mm程度の藤色および白色
の小集落とを混在して形成した。（d）非発育株は，O157
1 株，O165 1 株およびO血清群別不能（以下，OUT）
2株の合計 4株であった。（c）および（d）において，
O157 3 株は全て Stx1 陽性，他の 4株（O121；1 株，
O165；1 株，OUT；2株）は全て Stx2 陽性であった。
また，CHROMagar STECに藤色集落を形成した 70
株のO157 は，全株が β―グルクロニダーゼ陰性であ
り STEC O157 の典型的性状と一致した。一方，STEC
以外の大腸菌については，食中毒もしくは感染症の検
査で分離された藤色集落形成株 3株を除き，ETEC 3
株，EAST1EC 1 株および非病原性大腸菌 2株の合計
6株は CHROMagar STECに発育しなかった。
2）亜テルル酸カリウムに対するMICの分布
Table 3 に，STEC 85 株の亜テルル酸カリウムに対
するMICの分布を示した。STEC 85 株中 78 株（91.7
％）が耐性（12.5＜μg�ml）であり，残り 7株が感受
性（≦3.13 μg�ml）であった。CHROMagar STEC上
の集落の特徴と亜テルル酸カリウムに対するMICの
関係は，（a）典型的藤色集落；12.5＜μg�ml，（b）褐
色集落；100＜μg�ml，（c）藤色および白色の小集落
混在；1.56 または 3.13 μg�ml，（d）非発育；≦0.78 μg
�ml であった。
一方，食中毒および STEC感染症の調査において
CHROMagar STECに典型的藤色集落を形成した
STEC以外の大腸菌 3株のMICは全て 100＜μg�ml
であった。
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Table　2.　Growth of STEC on CHROMagar STEC

Strain Colony morphology Non 
growingSerotype No. of strains tested Mauve Brown Mauve＊ and white＊

O157 : H7 67＊＊  64 2 1
O157 : HNM   6   6
O26 : H11  20  20
O26 : HNM   1   1
O111 : H8  10  10
O111 : HNM   1   1
O103 : H2   7   7
O103 : HUT   1   1
O121 : H19   6   5 1
O145 : HUT   1 1
O165 : HNM   1 1
OUT : H21   2 2

Total 123 115 1 3 4
＊Small-colonies  ＊＊This one isolate originated from a known outbreak in Sakai in 1996.

Table　3.　MICs of STEC isolates against potassium tellurite

Strain MIC of potassium tellurite (μg/ml) in range of:

Serotype No. of strains 
tested ≦0.20 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100 100＜

O157 : H7 39 1 1 1 1 12 12 5＊  6
O157 : HNM  1  1
O26 : H11 15  1  6  8
O26 : HNM  1  1
O111 : H8 10  2  6  1  1
O111 : HNM [H8]  1  1
O103 : H2  7  1  3  3
O103 : HUT  1  1
O121 : H19  6 1 2  2  1
O145 : HUT  1  1
O165 : HNM  1 1
OUT : H21  2 2

Total 85 3 1 2 1 3 17 23 16 19
＊ This one isolate originated from a known outbreak in Sakai in 1996.
a) Mauve colonies  b) Brown colony  c) Mixture of mauve and white small-colonies  d) Non growing

d

c a

b

3）発育支持能の比較
（1）Miles & Misra 法によるCHROMagar STECと

非酵素基質培地における発育支持能の比較
Table 4 に，Miles & Misra 法による発育支持能を
示した。亜テルル酸カリウムに対するMICが 100 μg
�ml の O157 およびO26 の各 1株では，CHROMagar
STECの発育支持能はCT-SMACおよびCT-RMAC
と比べて大差がなかった。一方，MIC 0.78～12.5 μg�
ml の亜テルル酸カリウム感受性のO157 3 株は，Miles

& Misla 法では菌数の多い低希釈段階で発育したが，
これらの菌株でみたCHROMagar STECの発育支持
能はCT-SMACに比べて約 1段低かった。
（2）平板塗布法によるCHROMagar STECと非酵

素基質培地における発育支持能の比較
Table 5 に，トリプトソイ寒天に対するCT-SMAC
と CHROMagar STECの集落形成率を示した。CHRO-
Magar STECの発育支持能は，亜テルル酸カリウム
耐性株（MIC 100 μg�ml）では CT-SMACの約 2�5，
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Table　4.　 Comparison of CHROMagar STEC and conventional selective medium to support growth of STEC isolates by 
Miles & Misra method

Strain Serotype Toxin type MIC of potassium tellurite 
(μg/ml) Medium 10－5 10－6 10－7 10－8

E5 O157 : H7 Stx 1, 2 100
Tryptic soy agar ＋＋ ＋＋ ＋5 －
CT-SMAC ＋＋ ＋＋ ＋3 －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋6 ＋2 －

E11111 O157 : H7 Stx 1, 2 12.5
Tryptic soy agar ＋＋ ＋9 ＋1 －
CT-SMAC ＋＋ ＋9 ＋1 －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋2 － －

E1 O157 : H7 Stx 1 1.56
Tryptic soy agar ＋＋ ＋9 ＋1 －
CT-SMAC ＋＋ ＋8 ＋1 －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋2 － －

E83 O157 : H7 Stx 1 0.78
Tryptic soy agar ＋＋ ＋9 ＋1 －
CT-SMAC ＋＋ ＋6 ＋2 －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋3 － －

E2 O26 : H11 Stx 1 100
Tryptic soy agar ＋＋ ＋2 － －
CT-RMAC ＋＋ ＋4 － －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋6 － －

P4 O111 : H8 Stx 1  25
Tryptic soy agar ＋＋ ＋4 ＋2 －
CT-SBMAC ＋＋ ＋7 － －

CHROMagar STEC ＋＋ ＋3 － －

Subscripts show the average of number of colonies on two plates.

Table　5.　Recovery rate of STEC isolates on CT-SMAC and CHROMagar STEC

Strain Serotype Toxin type MIC of potassium tellurite 
(μg/ml) Selective medium Recovery rate＊ 

(%)

E5 O157 : H7 Stx 1, 2 100
CT-SMAC 75%

CHROMagar STEC 29%

E1 O157 : H7 Stx 1 1.56
CT-SMAC 57%

CHROMagar STEC 11%
＊Recovery rate shows the percentage of the number of colonies on selective media against those on triptic 
soy agar plates.

また，感受性株（MIC 1.56 μg�ml）では約 1�5 と，い
ずれの株でもCHROMagar STECの発育支持能が
CT-SMACよりも低かった。
（3）O157 患者およびO26 患者の凍結保存便を用い

た比較
O157 が検出された保存患者便 2検体を各平板へ塗
抹培養した結果，CT-SMACには 2検体ともO157 株
が発育したが，CHROMagar STECには発育が認め
られなかった。一方，O26 が検出された保存患者便 1
検体を塗抹培養した場合は，CHROMagar STECと
CT-RMACの両方に STEC O26 が良好に発育した。

考 察
STECのうち最も高頻度に検出されるO157１）の選択
分離培地上の発育性に関して，CT-SMACに発育しな
い STEC O157 株の割合は 0.3～1.5％であることが知
られている１３）。一方，CHROMagar STECについては，
巽ら４）は 68 株の STEC O157 を調べて全株が典型的集
落を形成した（非発育株 0％）と報告し，また，角屋
ら７）は 86 株を調べて巽らと同様の結果を報告してい
る。これらの報告に対し，カナダのWylie ら９）は 24
株の STEC O157 を調べて 1株（4.2％）が CHROMagar
STECに発育しなかったと報告し，また，フィンラン
ドのHirvonen ら６）はソルビット非発酵性の典型的
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STEC O157 183 株を調べて 4株（2.2％）が同培地に
発育しなかったと報告している。今回の結果において
も，73 株のうち 1株（1.4％）が CHROMagar STEC
に発育せず，また，2株が藤色と白色の小集落が混在
し良好な発育性を示さなかったことから，CT-SMAC
に替えてCHROMagar STECを STEC O157 検査に用
いた場合にも一部の STEC O157 を検出できない可能
性があると考える。
O157 以外のO血清群において 3株が CHROMagar
STECに発育しなかったが，希少なO血清群とO群
別不能（OUT）の菌株に非発育株が多いことが知ら
れている４）～９）。今回，CHROMagar STECに発育しな
かったO165 は，2011 年に全国で報告された STEC
2,213 例のうち 4例（0.2％）と稀なO血清群であるが，
国内外の報告を見ると，O165 は CT-SMACに発育
せず１９），また，CHROMagar STECにも発育していな
い５）６）９）。O165 は CHROMagar STECに発育し難いO
血清群と推測されるので，本血清群を目的とした検査
には分離培地の選択に注意する必要があると考える。
STEC O157 菌株におけるMiles & Misra 法および
平板塗布法による発育支持能の比較において，2法と
もCHROMagar STECの発育支持能がCT-SMACよ
りも低い傾向があった。O157 患者の保存便を用いた
CT-SMACと CHROMagar STECの発育の比較で
は，STEC O157 は CT-SMACに発育したがCHROMa-
gar STECには発育しなかった。このことについて
は，おそらくCHROMagar STECと CT-SMACの選
択性の強さの違いが影響したと推測する。その他に，
凍結された糞便を用いた比較であったため，凍結融解
による菌の損傷が分離培地上の発育に影響した可能性
も考えられる。
STEC O157 としては非典型的なソルビット発酵性
のO157：HNM（非運動性）株が 1988 年以降，ドイ
ツ，フィンランド等の欧州やオーストラリアに出現し
ており，本菌が一般の大腸菌と識別できずCT-SMAC
にも発育しないことが STEC感染症の診断上の問題
となっている１２）２０）。Bielaszewska ら１２）は，ソルビット
非発酵性の STEC O157 67 株とソルビット発酵性の
STEC O157 86 株のうちCT-SMACに非発育であった
株について，亜テルル酸カリウムに対する感受性試験
を行った結果，感受性株の割合は，ソルビット非発酵
株（1.5％）と比較してソルビット発酵株（96.5％）で
著しく高い結果であったと報告している。また，ソル
ビット非発酵株では Stx1 陽性株および Stx1，2 陽性
株が合計 12 株（18％）含まれていたのに対し，ソル
ビット発酵株では全株が Stx2 陽性であったこと，さ

らに，ソルビット発酵性O157：HNM株が非典型的
な β―グルクロニダーゼ陽性であったことを報告して
いる。一方，CHROMagar STECに関しては，Hirvonen
ら６）がソルビット発酵性O157：HNMの 29 株中 28 株
（96.6％）が発育しなかったと報告している。著者ら
も対照株 Sakai 株のMIC（100 μg�ml）が既報（128 μg�
ml）２１）とほぼ一致することを確認のうえ，CHROMagar
STECの発育性と亜テルル酸カリウム感受性を検討し
た。CHROMagar STECに発育しなかった STEC O157
1 株（2007 年分離）および典型的藤色集落を形成しな
かった STEC O157 2 株（2株とも 2000 年分離）は何
れも亜テルル酸カリウム感受性株（MIC非発育株；
0.78 μg�ml，非典型株；3.13 および 1.56 μg�ml）であっ
たが，その他の性状は，ソルビット非発酵性，運動性
陽性（O157：H7），β―グルクロニダーゼ陰性，Stx1
陽性であり，Bielaszewska ら１２）の報告した亜テルル酸
カリウム感受性株とは異なっていた。また，国内では，
北川ら１３）が 2007 年以降，石川県でCT-SMACに発育
しないCT感受性の STEC O157：H7（セフィキシム
MIC≦0.025 μg�ml，亜テルル酸カリウムMIC≦1.25
μg�ml）が増加していると報告しているが，O157：
HNM株については全てCT耐性であったと述べてい
る。著者らの調べた範囲では，国内で STEC O157 と
しては非典型的なCT感受性株１３）や β―グルクロニダー
ゼ陽性株２）が分離されているものの，欧州等において
出現している亜テルル酸カリウム感受性株の性状に一
致する STEC O157 は見当たらなかった。しかし，従
来のCT-SMAC等の亜テルル酸カリウムを含有する
分離培地や選択性の強い酵素基質培地ではこの種の感
受性菌の探知が難しいと推測されるので，亜テルル酸
カリウム感受性 STEC O157 の注意深い検査と情報収
集が必要であると考える。
CHROMagar STECで培養した STEC株は，集落
の色調等の発育性および亜テルル酸カリウム感受性か
ら，（a）典型的な藤色集落形成株，（b）褐色集落形
成株，（c）藤色および白色の小集落を混在して形成し
た株，（d）非発育株の 4種類に分類された。（c）の
白色集落を形成する STECについては，STECの白
糖および乳糖の性状との関連性を述べた報告８）もあ
る。CHROMagar STECの選択剤については開示さ
れておらず，集落の発育性と亜テルル酸カリウム感受
性との関係は明確にできないが，今回観察された
CHROMagar STEC上に発育した STEC株の集落の
形態的特徴は，釣菌対象集落の決定や分離培地の選択
において STEC検査の参考となる情報と思われる。
一方，CHROMagar STECには腸管凝集性大腸菌
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や毒素原性大腸菌の一部が藤色集落を形成することが
知られている６）。今回，STEC感染症関連調査でCHRO-
Magar STECに藤色集落を形成したが Stx 産生試験
の結果から STECが否定された大腸菌 3株は亜テル
ル酸カリウム耐性株であり，うち 1株が EPECに分
類される eae 遺伝子保有株であった。実際の糞便検
査において亜テルル酸カリウム耐性であれば一般の大
腸菌や STEC以外の下痢原性大腸菌がCHROMagar
STECに発育すると推測される。
STEC検査は食中毒や感染症の検便検査だけでなく
大量調理施設従事者の定期的な検便２２）や食品検査２３）に
おいても行われている。近年，STEC血清型に占める
O157 の割合は次第に減少し，約半数をO26，O111，
O103，O121 等のO血清群が占めるようになってき
たので２４），主要かつ複数のO血清群を分離できる
CHROMagar STECの有用性は高まってきている。
今回の発育支持能の検討から，CHROMagar STEC
の選択性がCTを添加した SMAC等の非酵素基質培
地よりもやや強いと考えられたので，STEC検査には
検査目的に応じて培地を選択することや選択性の強さ
の異なる培地の併用を行う必要があると考える。今
後，亜テルル酸カリウム感受性 STECも分離できる
スクリーニング効率の高い選択分離培地の開発が望ま
れる。
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Evaluation of chromogenic culture medium CHROMagar STEC in detection
of Shiga toxin-producing Escherichia coli strains
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The chromogenic culture medium CHROMagar STEC, launched recently, is thought to be a promising culture
medium for screening and detection of strains belonging to major serogroups of Shiga toxin-producing Es-
cherichia coli (STEC), based on development of its typical mauve colonies. This new culture medium strongly in-
hibits the growth of fecal coliforms and other bacteria. Of 123 STEC strains, 119 strains (96.7％) grew on CHRO-
Magar STEC, but the remaining 4 strains did not grow on the medium. Of the 119 strains, 115 strains formed typi-
cal mauve colonies, 1 strain formed brown colonies, and 3 strains formed both mauve and white small-colonies on
the plates.
As for 85 strains of STEC, the minimum inhibitory concentrations (MICs) of potassium tellurite were distrib-
uted in a wide range (≦0.2～100＜μg�ml). The MICs of the 7 strains, which did not grow well or formed small-
colonies on CHROMagar, showed ≦3.13 μg�ml.
In conclusion, there is an inclination of the CHROMagar STEC medium to suppress the growth of STEC strains,
which are sensitive to the potassium tellurite. A combined screening practice with CHROMagar STEC and selec-
tive media without potassium tellurite is recommended in order to reduce the risk for under-detection of the
STEC strains.


